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題    目 
 アブラナ科植物根こぶ病菌 Plasmodiophora brassicae の病原性の 










 供試根こぶ病菌個体群はハクサイ CR 品種に対する病原性の有無に基づき４つの病原型に分類
された。すなわち、「空海 70」をはじめとする全供試 CR 品種を侵す病原型 A、「うたげ 70」を除
く全供試 CR 品種を侵す病原型 B、「うたげ 70」のみを侵す病原型 C、全供試 CR 品種に病原性を示
さない病原型 Dである。この病原型調査結果を、RAPD データに基づき作成されたデンドログラム
上で比較・照合したところ、病原型 A 個体群は互いに異なるサブクラスターに属し遺伝的には多
元的であることが示唆されたが、病原型 B と D 個体群は、ともに同一サブクラスターに属し、ま








 日本の一部地域でハクサイ CR 品種の罹病化が問題となっているが、その過程の詳細は明らかで
なかった。山口県萩市の１圃場で CR 品種の罹病化が確認されたため、CR 品種導入前後の根こぶ
病菌個体群の病原型の変化を追跡調査した。その結果、CR 品種罹病化前の個体群（萩 01 菌）は













考察した。その結果、本品種は病原型 A と Bには高度感受性を示したが、病原型 Cと Dには明確
な抵抗性を示し、その反応型は多くのハクサイ CR 品種のそれと一致した。本品種には育種の過程
で、認識されないまま、欧州産飼料カブの根こぶ病抵抗性遺伝子が導入された可能性が示唆され
た。 
 上記の研究業績は、アブラナ科植物根こぶ病菌の「病原性の多様性」の理解に新たな視点を提
供している点で学術上有意義であり、さらにアブラナ科野菜根こぶ病の防除対策において「抵抗
性品種育成」や生産現場での実際的な対応に指針となる貴重な情報を提供している点で応用上貢
献するところも大きく、博士（農学）の学位を与えるに十分な価値をもつものと判定した。 
 
 
